
平成２３年度　事業 （　保健衛生課　）

事業名 事業概要
研修医に学んでもらいたい点
研修医が参加する意義など

受入れ
可能人数

参加注意事項 その他

集合場所：衛生試験所

集合時間：　15 時　00 分

終了時間：　 　時　　 分

持ち物：筆記用具

その他：１時間程度

集合場所：食肉衛生検査所

集合時間：　　9時　00分

終了時間：　11時　 00分

持ち物：汚れてもよい服装

その他：

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

その他：

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

その他：

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

・説明中や施設見学中に了解
なしに席を離れたり他の部屋
に行かないこと
・施設内の機器や器具薬品等
にむやみに触れないこと
・試験所で見聞きした個人情
報は他に漏らさないこと
・了解なしに写真を撮らないこ
と

食肉衛生検査所
事業

・と畜検査
【参加不可の曜日】水曜日

食の安全、安心について ２人

２人1 衛生試験所事業

・食品検査
・食中毒・感染症検査
・水質検査
【参加不可の日】：4/12, 5/10, 6/7,
7/5, 8/2, 9/6, 10/4, 11/8, 12/6.
1/17, 2/7, 3/6

保健所の実施している試験検査に
ついて

と殺作業があり従業員が不快
な思いをするので、過剰な反
応（顔をしかめる等）をせず冷
静に研修を受講していただき
たい。

3
健康危機管理事
業
（食品・薬務）

オリエンテーションで説明します。

2

5

4

参加可能な事業（7課分）.xls 保健衛生課P74



平成２３年度　事業 （　感染症予防課　）

事業名 事業概要
研修医に学んでもらいたい点
研修医が参加する意義など

受入れ
可能人数

参加注意事項 その他

集合場所：感染症予防課

集合時間：午後３時００分

終了時間：午後８時４５分

持ち物：白衣

その他：終了時間が前後する可能性あり。

集合場所：感染症予防課

集合時間：午前８時３０分

終了時間：午後０時００分

持ち物：白衣

その他：終了時間が前後する可能性あり。

集合場所：感染症予防課

集合時間：午後１時３０分

終了時間：午後４時００分

持ち物：

その他：他の実習生と合わせて６人程度。終了時間が前後する可能性あり。

集合場所：感染症予防課

集合時間：午前８時３０分

終了時間：午後５時００分

持ち物：帽子、上ばき、タオル、飲料水

その他：

2
　指導日は直前に決定する場
合が多い

3
感染症診査協議
会

4
環境衛生関係営
業施設監視指導

営業施設の衛生管理指導

環境衛生営業施設における衛生管
理の概要、衛生管理指導内容につ
いて
環境衛生営業施設における衛生管
理が不適切の場合の指導内容につ
いて

感染症患者の就業制限及び入院に
ついての審議、入院期間の延長に
ついての事前審議、結核患者から
の医療費の公費負担申請に関する
審査

感染症法に基づく発生届出の方法
について
日本結核学会分類の理解、胸部
エックス線写真の読影実施
患者の人権に配慮した対応につい
て

2

 　検査時間前に説明を受け
ること
　（従事職員は午後４時１５分
から休憩時間あり）
 　夜間帯の時間に研修を実
施

2
　検査時間前に説明を受ける
こと

2

　協議会開催時間前に説明を
受けること
　他研修医または学生等と参
加が一緒になる可能性が高
い

2 ＳＴＤ検査
保健所における性感染症検査
（HIV・ｸﾗﾐｼﾞｱ・梅毒）

エイズ等に関する相談
日本におけるHIV感染者・AIDS患者
の発生動向の概要、その特徴につ
いての理解
受検者の人権に配慮した対応につ
いて

1 HIV検査 保健所におけるHIV検査

エイズに関する相談
日本におけるHIV感染者・AIDS患者
の発生動向の概要、その特徴につ
いての理解
受検者の人権に配慮した対応につ
いて

参加可能な事業（7課分）.xls 感染症予防課P75



平成２３年度　事業 （　障がい福祉課　）

事業名 事業概要
研修医に学んでもらいたい点
研修医が参加する意義など

受入れ
可能人数

参加注意事項 その他

集合場所：障がい福祉課

集合時間：　　９時　００分

終了時間：　１２時　００分

持ち物：

その他：

集合場所：障がい福祉課

集合時間：　１３時　００分

終了時間：　１６時　３０分

持ち物：

その他：

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

その他：

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

その他：

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

その他：

5

3

4

２人 動きやすい服装

２人 動きやすい服装2
患者家族教室（あ
すなろ友の会）

 パーキンソン病患者とその家族を
対象に、知識の普及および情報交
換の場を提供し、患者・家族のQOL
の向上を目指し安心して地域生活
が送れるように支援する。
 音楽療法・作業療法・理学療法・情
報交換などを実施。

パーキンソン病患者・家族の日常生
活の実情・思いを知る。

1
高次能機能障が
いを抱える家族会

 高次脳機能障がいの当事者と家族
を対象に、記憶や情緒、行動などの
障がい特性や社会資源の知識を習
得する場を提供。また家族同士のピ
アカウンセリングや交流を図る。
　音楽療法・体操・勉強会・情報交換
などを実施。

高次能機能障がい者をかかえる家
族の日ごろの思いを知る。
患者自身が参加する場合は、日常
生活の実情を知る。

参加可能な事業（7課分）.xls 障がい福祉課P76



平成２３年度　事業 （　健康増進課　）

事業名 事業概要
研修医に学んでもらいたい点
研修医が参加する意義など

受入れ
可能人数

参加注意事項 その他

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：筆記用具

その他：遅くても希望日の1ヶ月前に申請あり

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

その他：開催は午後

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：ウエア、シューズ、タオル、飲み物

その他：開催時間10時～12時

集合場所：保健センター　

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：筆記用具（随時：弁当代250円）

その他：開催時間10時～12時30分

集合場所：保健センター　

集合時間：　　時　　分

終了時間：　　時　　分

持ち物：

その他：開催時間10時～12時

1 健康教育
学校、老人クラブ、公共施設等を対
象に、保健師・管理栄養士・歯科衛
生士等が集団健康教育を実施。

地域での集団健康教育の現状・意
義を知る。

２人

・実技があるため、トレーニン
グウエアー、シューズなど、動
きやすい服装で参加。
・屋外、屋内のどちらで行うか
を、事前に確認して、シューズ
を用意する。
・参加日によって会場が異な
るため、事前に確認をする。

2
二次予防事業(通
所型）

基本チェックリストと生活機能評価
により、要介護の状態に陥る可能性
が高いと思われる対象者に対し、教
室を開催し、口腔機能、栄養、運動
機能の改善を中心に全身機能の改
善を図る。

地域における介護予防事業の現
状・役割を知る。

２人
・教育先の代表者の承諾が取
れた場合、参加可能で、現地
集合。

２人

・事業概要を読んで、参加す
ること。
・参加日によって会場が異な
るため、事前に確認をする。

２人

・参加者が少ない時は、参加
者と同じ５５０kcalの弁当を
250円で食べれるため、事前
に確認をすること。
・腹囲測定の補助を行ってい
ただく場合もある。

3 ウオーキング教室

4 栄養講座

特定保健指導実施者を対象に、講
座を開催し、最終評価を正確に行う
ことと指導終了後も適切な生活習慣
を継続できるよう動機付けを行う。

地域での、健康づくりの１つである
栄養の基本を学ぶとともに教育の
必要性を知る。

市民を対象に、本教室を開催し、気
軽に運動できるウオーキングの基
本を学ぶことで、正しい歩き方を習
得し、ウオーキングを日常生活に定
着させることにより、健康の保持・増
進を図る。

地域での、健康づくりの１つである
運動（気軽に運動できるウオーキン
グ）の基本を学ぶとともに教育の必
要性を知る。

２人
・参加日によって、持ち物が異
なるため、事前に確認をす
る。

5 糖尿病予防教室

平成22年度特定健診受診者で本教
室の要件に該当する者に対し、食
生活の見直しを中心とした生活習
慣の改善を促し、発症予防・重症化
予防を行う。

地域での健康教育の現状・意義を
知る。
地域と医療連携の必要性を知る。

参加可能な事業（7課分）.xls 健康増進課P77



平成２３年度　事業 （　子ども家庭課　）

事業名 事業概要
研修医に学んでもらいたい点
研修医が参加する意義など

受入れ
可能人数

参加注意事項 その他

集合場所：担当者に確認

集合時間：担当者に確認

終了時間：カンファレンス終了

持ち物：

その他：動きやすい服装

集合場所：担当者に確認

集合時間：担当者に確認

その他：動きやすい服装

集合場所：担当者に確認

集合時間：担当者に確認

その他：動きやすい服装

集合場所：市保健センター

集合時間：１２時１５分

終了時間：１６時００分

持ち物：

その他：動きやすい服装

集合場所：担当者に確認

集合時間：担当者に確認

終了時間：担当者に確認

持ち物：

その他：動きやすい服装

３人
椅子に座らない、私語禁止、
グループ行動しない、カンファ
レンスまで参加する。

３人
私語禁止、グループ行動しな
い。

1 乳幼児健診

2
すこやか親子手帳
の交付とパパママ
教室

母子保健法第１５・１６条に基づき、
すこやか親子手帳の交付を行う。初
妊婦及び希望者には妊娠期より胎
児への愛着形成を促すことを目的に
保健師が講話を行う。また妊婦の食
事については管理栄養士が講話を
する。

ハイリスク者への支援などを見学
し、早期から介入することで虐待予
防を図っていることを知る。

母子保健法第１２・１３条に基づき、
健康診査を実施する。

一次スクリーニングの方法
市の育児支援の状況について知
る。

助産師による講話と母子保健推進
員による絵本・手作り玩具の紹介な
ど

地域での子育てに関する健康づくり
について知る。

終了時間：午前交付は１２時０
０分、午後交付は１６時

3
事後フォロー教室
（にこにこ広場・お
やこ教室）

乳幼児健診において、支援の必要
な母子に対して親子遊びなどを提供
することで、児の発達支援を行なうと
ともに、母の育児不安の軽減を図
る。

一次スクリーニング後のフォロー体
制について理解する。

３人
私語禁止、グループ行動しな
い。 終了時間：にこにこ広場は１２

時、おやこは１４時

３人
私語禁止、グループ行動しな
い。

5
交流館共催のマタ
ニティ・ベビー教室

＜マタニティー＞
妊婦疑似体験、沐浴・おむつ交換な
ど
＜ベビー＞
絵本の読み聞かせ、離乳食の試食
体験、ヨガなど

地域での子育てに関する健康づくり
について知る。

３人
私語禁止、グループ行動しな
い。

4 ベビークラス

参加可能な事業（7課分）.xls 子ども家庭課P78



平成２３年度　事業 （　高齢福祉課　）

事業名 事業概要
研修医に学んでもらいたい点
研修医が参加する意義など

受入れ
可能人数

参加注意事項 その他

集合場所：　高齢福祉課

集合時間：　　 ８ 時 ３０ 分

終了時間：  １２ 時 ００ 分

持ち物：メモ等

その他：時間は

集合場所：　高齢福祉課

集合時間：　１３時００分

終了時間：　１５時００分

持ち物：メモ等

その他：

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

その他：

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

その他：

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

5

3

4

２人

・家庭を訪問するに、ラフにな
り過ぎない動きやすい服装
・調査時の相手の話等を傾聴
する。

２人 ・事前に資料の学習必要2 介護認定審査会

･介護保険事業　介護認定における
介護認定審査会事業
　　・介護認定を行なう介護認定審
査会の傍聴

・介護認定審査会の資料における意
見書のあり方を学ぶ
・介護認定審査会の実際を学ぶ

1 介護認定調査

･介護保険事業　介護認定における
調査事業
　訪問調査への同行
(・介護認定調査における　７４項目
の基本調査及び概況調査
　・対象者の状況・介護の状況の聞
き取り調査）

・介護認定調査の現状を知ってもら
う
・調査・認定の判断基準を知る
・家庭での介護の実態を知る

参加可能な事業（7課分）.xls 高齢福祉課P79



平成２３年度　事業 （　（福）総務課　）

事業名 事業概要
研修医に学んでもらいたい点
研修医が参加する意義など

受入れ
可能人数

参加注意事項 その他

集合場所：豊田厚生病院又は
                  トヨタ記念病院

集合時間：13時25分

終了時間：17時00分

持ち物：

その他：

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

その他：

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

その他：

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

その他：

集合場所：

集合時間：　　　時　　　分

終了時間：　　　時　　　分

持ち物：

1 立入検査

医療監視員が病院、診療所などへ
の立入検査を実施し、関連法令を遵
守しているか、かつ適正な管理を
行っているかを検査する。

患者に対して適正な医療を提供する
ために、医療法等に定められた人
員、構造設備等を有し、適正な管理
がなされているかを学ぶ。

2 出向き・出前講座
出向き・出前講座をとおして、夜間・
休日の救急外来の適切な受診を啓
発する。

救急医療の適正受診について、現
場の声を市民に伝える。

２人

・病院管理者が立入検査への
同席を認めていること。
・私語は慎しみ、余分なことを
一切言わない。

２人/一講座

・遅刻を絶対しない。
・礼儀正しく対応する。
・開催日時は決まり次第、連
絡をする。

3

4

5

参加可能な事業（7課分）.xls （福）総務課P80


